
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員A 18 19 19 20 18 94 素晴らしいと思った。短編ホラー映画を見た後のような満足感。語り口にユー
モアがあり、時々クスリと笑える。サキさんの秘密については意外性あり、面
白い。個人的には、短い時間ではあったが、サキさんにハマってしまい、サキ
さん推しになった。カナちゃんのキャラもよくできている。それだけキャラク
ター作りがしっかりしている。サキさん推しなだけに、ラストは悲しかった
し、それが怖さにもつながった。また、今まであまり読んだことのないタイプ
の怪談だったので、鋭い切り口や新しい視点も評価できる。怪談の中で語られ
る設定も面白く、書き手の知性の高さが伺える。とにかく、素晴らしかった。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員B 12 10 12 10 11 55 純粋な怖さはあまり無いんですが自分達が住む土地のすぐ近くでこのような、
儀式なり神なりが祀られていると思うと怖さがあります。繁栄を望んだ代償が
あまりにもデカいのが腑に落ちないですけど。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員C 19 19 14 20 20 92 蛻の内空と外空の設定が出て来た辺りから、私の好みの展開でした。
異常者だと思っていたサキさんが実は常識人だったり、普通の人だと思ってい
たカナちゃんが実は外空の贄で主人公の魂と腑をすするために招き入れていた
等…、展開も意外性に富んでいたと感じました。
鬼気迫った状況にも関わらず、主人公のユーモラスな心象描写がところどころ
にあり、洒落怖っぽさが出ていて良かったと思います。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員D 17 13 18 17 17 82 どういう話だろう、とタイトルで興味を惹かれました。初めは動画配信者が面
白半分で人の家に土足で踏み込むようなこととする展開になるのかと思いき
や、意外と常識人な一面もあったり、なし崩し的に家まで来てしまうところは
とても人間らしいと感じました。初めは配信者としてインタビューを受けてい
るのかと思いましたが、最終的ないいねとチャンネル登録よろしく、というの
は一体…？動画にしづらい、と言いつつ他の方のチャンネルで語っている設定
だったのでしょうか。そこまでがとてもいいテンポと流れできていたのに、違
和感を感じてブレーキがかかってしまい残念でした。そこの部分で鋭さを減点
させていただきました。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員E 16 16 17 17 18 84 異食症はよく聞くので特に珍しいことでもないし、一族の繁栄のために贄を必
要とするのも理解できる。怖さは感じなく物悲しさと哀れな思いが残ったお話
でしたが、蛻という響きから、空なので永遠に欲しがる神と感じた。カナが生
き残ったのは再生しシン・カナになり、きっとこれからも続くのだろう。だっ
てサキは贄になりカナは蛻の殻になったんだから。一族というからにはまだ他
にも存在しているに違いない。新たな贄を求めて街の中に潜んでいる気がす
る。そして、きなこは少々表現がコミックっぽく感じた。また異食症というも
のを誤って理解してほしくないとも感じた。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員F 18 17 16 16 17 84 タイトルから蛻の殻という言葉はすぐに連想されましたが、最後のカナさんの
姿はまさにそんな姿だったのですね。最初、カナさんの話を聞いている限りで
は、姉のサキさんが異食症で、妄想癖がある、ちょっと常軌を逸した方なのか
な、と思っていたけれど、実際にはおかしかったのはカナさんの方で、空虚の
神に取り憑かれていたというのか、生贄になっていたという事だった訳です
が、他人を巻き込もうとするのは怖いですね。身を守る為だとしても、土を食
べたり遺骨を食べたりは出来ないです。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員G 18 16 16 10 16 76 非常に興味深いお話しですね…文章構成も面白く、親近感ある感じで書かれて
あるのでとても面白く読み進められました。序盤はそこまで怖さは感じられず
に読んでいたのですが、後半から内容の気持ち悪さがどんどん助長され、怖さ
も増してきて後半は物語的⁈な感じもする所も良かったです。全体的とても面
白いお話しでした！ちなみに最後読み終えた後にタイトルと合致する感じが良
かったです。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員H

15 18 18 12 16 79

冒頭の入りが軽快な感じだったので、正直最初はコレ怪談として成立するの？
とやや不安に感じながら読み進めました。ただ、カナが姉サキの奇行について
話しを進めて行くにつれて、徐々に怖気を感じ始めました。いや、土食べるっ
て何？そして何故両親はそれを止めない？これらの疑問が後半、姉のサキに
よって語られる場面へと繋がるまでの流れが上手いと思いました。怖さについ
ては十分。サキの口から語られる家にまつわる因習、神を祀り繁栄を得る代償
が人の魂。結果、もたらした悲劇。全てが恐ろしかったです。鋭さ、新しさ、
についてですが後半のサキの淡々とした、むしろ冷淡にさえ感じる態度と、そ
の口から語られる自分の家に伝わる信仰、両親の死、我が身も犠牲にしてでも
という覚悟、これらを粛々と進めていく様子に鋭さを強く感じました。新しさ
についても、贄を求めるモノに対する方法が、土を食べる、人骨を食べる、事
で回避する。という思いもよらない手段だったので、高評価としました。反
面、ユーモアさですが、、カナが自宅で外宮に変貌する場面の描写等に可笑しみ
は感じるのですが、やや弱い印象です。語り手である、ボク、の人物像をもう
少し膨らませても良いかもしれません。さて、意外さ。これも祀る神と贄を求
める神が一つの家に存在し、代々祀られてきた。という部分に最も意外性を感
じました。虚をつかれました。お見事です。余談ですが、ラスト、結局ボクが
動画を上げたらしい一文を見て、「いや〜、言うて人間が一番怖いわ！」と
思った次第です。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員I 12 11 12 11 12 58 おかしかったのはカナさんだったという。ただカナさんは脳が委縮してしまっ
てもぬけのようになってしまったが、本能的に啜りにこないのだろうか？ライ
ターの方はその後狙われたりはしていないのか？と心配になるお話でした。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

一般審査員J 15 15 16 12 14 72 聞いたことがないような異食という話と儀式の話だった。
蛻っていうのが何だったのかが全くわからなかったところが怖かった。意外
だったのが、友人のなくなり方に後味が悪い話だった。

合計 160 154 158 145 159 776

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員A 19 15 17 14 17 82 「人を呪わば穴二つ」とは少し違うが、そんなお話。鬱々とした話で読むのが
辛い。「高橋さんは幸せだったのだろうか」とか「もっと他の結末はなかった
のだろうか」などと考えるとモヤモヤが収まらず、鬱になる。最後まで秘密が
全て明かされないのも、その原因の一つである。とにかく気分の悪さからくる
怖さは、突出していると思う。故に、ユーモアさが少々犠牲になりすぎてし
まったか。話の展開が大体読めたこともあり、ものすごく驚く話ではなかっ
た。なんにせよ、これからもし、黒い紐の絵馬を見ることがあれば、私は震え
上がることだろう。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員B 15 11 12 9 10 57 人の嫉妬は男女が絡むと生き死ににまで発展する場合がありますが、それが姉
妹の間で起こったなら、さらに大変なことになる想像が容易にできます。絵馬
の話ですが祈願も呪いも元を辿れば同じだと思うので成就したんでしょうね。
妹の呪いが成就したのは片胸を神に差し出したからなのかなと感じました。で
も、姉が差し出したのが自分の命ならば妹も無事ではいられない気がしまし
た。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員C 18 17 17 12 19 83 ヒトコワ系と呪い系を組合せた怖さがとても印象的な作品でした。特に終盤
で、ユミとアイの立場が逆転する展開から、それまでのユミへの同情心が一瞬
で気持ち悪さに変っていき、予想を裏切られる衝撃的な展開でしたので、意外
さの項目を高得点にしました。
また、「黒い紐の絵馬」というアイテムも異様さを際立たせていました。本来
は「（良いことが）ように」とプラスの願いを書かれるべき対象のはずの絵馬
に、邪悪な文言が書かれていることでアイのユミへの嫉妬心？憎しみ？のよう
な禍々しさが表現されており、個人的に好きな表現でした。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員D 18 17 17 19 17 88 人を呪わば穴二つなのか、始めから見えざる力に導かれていたのか…いずれに
しろ、人のマイナスな念というのはとても怖いものです。「怖い絵馬」という
単純なものではなく、手作りをしたうえにさらに呪いのような要素が追加され
ているのがとにかく気持ちが悪い。その発想が素晴らしいと思いました。読ん
でいるだけで呪われそうな気がしてきました。そして、この男の人はクズだけ
ど一番不幸なのはこの方なのでは…？と感じました。現在・過去、と時の流れ
が行ったり来たりするものの違和感なく読むことがができました。文章力も高
く、とても面白いお話でした。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員E 18 14 16 18 18 84 願いも呪いも同じものだと確信。何とも、神様は寛容なのだと思わずにはいら
れない内容だった。男性を取り合うことから始まった姉妹の呪い合戦のように
見えるが、夫婦になった後もおびえる高橋がこの先ユミを呪う日が来るのでは
と少し期待してしまう。怖さの中に人の弱さも垣間見れて、病とはいえ相手の
姿が変化していく恐ろしさや、まして呪い合う行為は日本最初の夫婦が始めた
ことだから理にかなっていると思う。絵馬の紐の黒さは髪の毛が目立たない為
なのか呪いに髪の毛はかかせない。そしてところどころに店主の人間臭さがい
い味になっている。「聞くことで知る」この感覚は興味本位で聞くことが、こ
の後一緒に背負う覚悟が必要になることを知っている人だと感じた。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員F 18 16 16 15 17 82 結局、一番怖いのは人間なんだろうな、と思わせる、そんなお話でした。恋愛
関係でのトラブルは非常に多い事は想像に難くないけれど、それが他人ではな
く姉妹間での出来事だったりすると、思いの外深刻だったり複雑だったりする
のかもしれない。髪の毛を縫い込んだ黒い紐をつけた絵馬に呪いのような願か
けをしてまで妹の癌の進行を願った姉だったけれど、結果、妹は片方の乳房を
切除はしたものの、無事に完治し、逆に自分自身が癌に侵され亡くなってし
まった。妹の方も、実はその絵馬の事を知っていて、返り討ちに遇わせた、と
いうところなのだろうけれど、姉妹で男を巡って呪い合うなんて本当に悲しい
話ですね。高橋さんは板挟み状態だったのかもしれないけれど、結局はそれも
彼の運命だったのかもしれないですね。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員G 16 16 15 10 17 74 すんごい人怖ですね…そして姉妹なのにこんな結果を産む…何が彼女らにあっ
たのか。色々と考えてしまいました。おどろおどろしい怖さというよりは、切
なく何かモヤッとする様な後味のお話しだったと思います。でも姉妹もそーで
すけど、この高橋って男もいかがなものかと！！内容にもありましたけど私も
「クズ野郎」だなぁと思いましたね！それがモヤモヤする原因なのかなぁ。あ
る意味この姉妹はこの男に振り回されたと言っても良いのでは⁈と思ったり…
なんか色々と考えてしまいました。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員H 19 18 18 14 18 87 呪いと人怖のコンボが強い！事象として怪異が起こるわけではありませんが、
終始恐怖に慄かされます。怖さ、先ずアイの闘病中の妹の彼氏を寝取り、妹に
呪いをかけ続ける無情さ。「子を成す」事への執念、妄念。後半、まさかのア
イの死。おそらくはユミの呪い返しだと伺える下り。等、非常に怖かったで
す。鋭さ、ここも高橋が狼狽したり、戸惑ったり、と心情を主人公「私」に折
につけ吐露しているのに対し、アイの冷淡にユミを死へと導く呪いを行ってい
る場面が氷の様な冷たさを感じたので、高得点としています。新しさ、これも
「呪う相手の髪を編み込んだ黒い紐で括られた絵馬」を使う、という所が一番
驚きました。この発想は凄いですね。ユーモアさ、ここは評価に結構迷いまし
た。姉妹で呪いあう、高橋がそもそも不実。結局、誰も幸せになってない。
ダークな部分が目立つからです。ただ、裏を返せば皆非常に人間臭いとも感じ
ましたし、酒場の主人公の最後の一文。一歩引いて、冷静に分析していて、そ
の点でのユーモアは感じるのでこの点数にしています。意外さ、ここはアイの
呪いが成就してユミが亡くなり、その後呪詛返しされるのかと予想していたの
で、、まさか病床にいるユミも呪いをかけていて、アイの呪いをはね返した、点
で驚いたので。高得点としています。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員I 13 12 11 13 12 61 癌が治ってよかったと思うのもつかの間、姉妹でお互いがお互いを呪うとい
う、彼氏も呪ってしまうという。。。アイはユミの呪いなのか呪い返しなの
か。。。ユミと高橋はきっと幸せにはなれないのだろうなと少し思わせるお話で
した。

288 祈願のゆくえ 川沿いのマス
ター

一般審査員J 15 12 15 12 15 69 願掛けをするための絵馬が呪いのような効果をもたせることができるという新
しい話だった。誰かの不幸を願うことも願掛けができるのか？それとも誰かの
不幸を願うことに対する因果応報となってしまったのかというよくわからない
怖さがあった

合計 169 148 154 136 160 767

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

305 命の証明 にる 一般審査員A 16 19 16 17 15 83 とても内容が深く、哲学的だと思った。とにかく切り口がとても鋭い。実際に
私たちは生きている中で、「生／死」の境目ははっきりしていると「思い込ん
でいる」が、本当にそうなのかを考えさせられた。霊感と結び付けることで、
哲学的な話が怪談として語られているのも興味深い。ご自身がそれを意識して
書いたのかどうかはわからないが、とても深い内容である。主人公の内面の心
の変化もよく書けていて、「行きて帰りし」の構造がしっかりとしている。た
だ、話の構成の上手さは評価ポイントにはないので、より「怖さ」や「意外
さ」を追求すれば、このコンテストによりマッチした怪談になると思う。

305 命の証明 にる 一般審査員B 13 12 10 9 10 54 まるで生きている人みたいに霊が見えるのはマジで嫌ですね。何するにも危な
いし、変な人に見られますし。ついてこられたら1番嫌ですね。つくづく霊感
がなくてよかったと思う話でした。

305 命の証明 にる 一般審査員C 18 18 20 12 16 84 普段見ている人間が生きている人間でないとしたら、そのテーマをここまで深
堀された作品でしたので新しいと感じました。前よりも人間と幽霊の違いが分
からなくなって困惑している主人公の心象表現が丁寧でより主人公の見ている
世界の異様さが際立っていました。
幽霊は、主人公が見えていると気が付いているのでしょうか…。幽霊からの実
害とかが有ったりしたら、怖さが満点でした。

305 命の証明 にる 一般審査員D 16 17 15 18 17 83 冒頭、どういう展開になっていくのだろうと思いましたが、日常生活の中で大
きな出来事があるのではなく、細かいことの積み重ねこそ心に澱のように溜
まってしまうものだと改めて感じさせられました。歪んでしまった家族の悲し
み、いつまでも父親にまとわりつかれる呪いのもにた生活、そして決別という
とてもきれいな流れでまとめられていてすっきりと読み終えることができまし
た。位牌を置いて引っ越すのはさすがにマナー違反なので、絶対真似してはい
けませんが…

305 命の証明 にる 一般審査員E 18 17 16 17 17 85 この世の者ではないものが見えてしまう者にとっては判別する手段が必要に
なって来るのだろう。日常と非日常の境目に晒されて生活をしていくのはどれ
だけキツイのか、もがいている様子でよくわかる。それでも、物件探しには重
宝することもあるようでクスっとしてしまう。父親と同居しているという現象
は怖いが、両親の死によって変化を受け入れられる者とそうでない者の違いを
知ることができ、変化していくことが生きている証だと「命の証明」だと教え
てくれている気がした。「なあ、俺たちって生きてるよな？」ふとした時に誰
かに聞きたくなる台詞、今私達が生活を共にしている人はどちらの世界か確認
したくなった。

305 命の証明 にる 一般審査員F 16 16 16 15 17 80 よく、霊感が強い方が、生きている人と亡くなっている人の区別がつかない事
がある、それぐらいはっきり見える、という話を聞く。はやぶささんもそんな
一人かもしれないですが、車の運転に支障があるぐらいはっきり見えるという
方は多くはないとは思うけれど、それは確かに厄介だし危険なので、そういう
話を聞けば、やはり霊感はない方がいいのかもしれないとは思いますね。この
お話の中で、最初父親は普通に生きているのかと思っていたけれど、実は亡く
なっていたんですね。亡くなっても尚、咳をしながらも同じ生活を続ける父親
は何だか憐れな気もしますが、実際、視える人の話を聞いている限りでは生前
と同じ行動を繰り返す霊というのは案外多いようですね。最後、主さんが引っ
越しする事でようやく父親と決別出来たのだとしたら、それは良かったんじゃ
ないでしょうか。

305 命の証明 にる 一般審査員G 17 18 18 10 16 79 なんかとても深い怪談でした。そして色々と考えさせられる所もあり、単なる
怪談では無い感じがしますね。ミエル人の苦悩や辛さもとても伝わってきまし
たし、またこの方の苦労や生い立ち、人生も感じるお話しだったと思います。
怖さという点では余り私は感じなかったのですが、お父さんとのやり取りや特
に咳の描写が生々しくて時に切なくなりました。なので鋭さや新しさの点を高
評価を付けました。どんな風に話が終わるのかと思ったのですが、そこまで暗
い雰囲気じゃ無くてホッとしました。

305 命の証明 にる 一般審査員H 18 17 16 13 17 81 怖いけど切なくもある話でした。父と息子のままならない関係性が悲しい。怖
さ、幽霊と生きてる人間の区別がつかない主人公。ついつい主人公と同じ目線
で読んでました(笑)怖さ、第1に主人公が死んだ人と生きてる人の区別がつかな
いという極めて厄介な体質。日常のそこかしこで、幽霊さん登場。いつ出る
か、いつ出るか、とドキドキ。特に横断歩道で男の子登場、の時は家まで憑い
てくるのでは！？と恐怖。また、折り合いの悪かった父親に我慢の限界が来
て、怒鳴りつけた時、ようやく父親がとうに死んでいたことを思い出す。なん
という皮肉。怖い、怖い。鋭さ、特に父親との過去の記憶や今目の前にいる父
親が既に死んでいること。そして、主人公自身その事を記憶から消し去ってい
た事。無情さというか、酷というか。ここに強く鋭さを感じました。新しさ、
話の締めくくり方、です。引越しを決め、父親の位牌を団地に置いていく。
「お望み通り、ここでずっと日常を繰り返していてくれ。」主人公の心の声。
これも復讐なんでしょう。祓う、というやり方では無く。同時に、主人公自身
が「今この世界が、実はもう既に死んでしまった俺の見ている妄想じみた世界
である可能性は拭えない。」と述懐しているのも切ないですね、何だか。ユーモ
アさ、少し弱いかなと感じました。人と幽霊と区別がつかない程ハッキリ視え
てしまう人間の苦悩の日々がベースになっている為、ここにユーモアを感じる
のはなかなか。。職場の人から、最近独り言が多いけどと心配される場面は、
視える人の言動も端から見れば奇行に見えかねないという描写は面白みを感じ
ましたが。例えば職場の人や友人との日常の楽しいやりとりを入れてみて、怪
異との落差をつけてみる等試してみてはいかがでしょう。意外さ、序盤で出く
わした男の子の幽霊に翻弄される展開かと思いきや、父子の長い長い確執の上
での、まさかの父親はとうに死んでいた。それを思い出してなお、父を罵る息
子。そして恐らく、永久にその場で留まり続けるであろう父。かなり意外な展
開でした。なので高評価としております。

305 命の証明 にる 一般審査員I 10 11 12 12 11 56 ただ霊感がある人が幽霊見えておびえてる話かと思いきや意外な展開でした。
生きてるか死んでるか区別がつかなくて。。。でも体調が悪くなった原因はなん
だったのでしょゆね。お父さんと離れられてよかったのですが、その後ここは
心霊スポットとなりユーチューバーが集まるのでしょうね（笑）

305 命の証明 にる 一般審査員J 15 14 15 14 14 72 霊と生きているものの区別がつかない場合の怖さと認知の錯覚が両方起きた場
合の怖さを感じた。きっかけで、スイッチのオンオフを覚えたおかげで正常な
生活を取り戻そうとするところも非常に良かった。

合計 157 159 154 137 150 757

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員A 17 19 18 18 17 89 とても幻想的かつ深い内容の作品。欠点らしい欠点はとくにない。ただ、怖い
かと言われれば微妙で、幻想ホラー文学だと感じた。面白い作品は怖さが減ら
ないように注意する必要がある。とはいえ、これは単に私個人の感想なので、
いつ終わるとも知れない罰が続いていくことを怖いと感じる人もたくさんいる
と思う。さすがに主人公にもやりすぎた部分はあると思うので、因果応報の話
である。そこも「怖さ」の評価点を少し下げていると感じた。まあ、でもいつ
かは許されるでしょ。知らんけど。あと、全体の雰囲気が幻想的なのが、個人
的にはよかった。

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員B 11 10 9 10 10 50 生きていたら大小いろんな罪を背負うことがあるとおもいますが、その罪を降
ろせるチャンスをもらえるのなら、すごくありがたい列車だと思いました。お
互いが生きているうちに、罪滅ぼしができたら1番いいんですけどね。

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員C 10 14 14 12 16 66 文章構成がしっかりとされていて、非常に良くできた短編怪談小説を読んでい
る気分でした。冒頭で普通の列車だと思っていたものが、回想後に死者の魂を
乗せる列車と判明するシーンでは、「なるほど、そうだったのか！」と思わさ
れました。
全体的に怖さを感じる場面が少なかったので、怖さの点を低めに付けてしまい
ましたが、話としては好きでした。

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員D 13 15 18 17 17 80 タイトルのセンスが素晴らしい。文章もとても読みやすく、どんどん読み進め
ることができました。死後の罪の償い方にまつわる話は何個も読んだことがあ
りますが、ただただ地獄に落ちるとか、永遠に魂が救われることがないという
のは一線を画す「罪荷」という発想がとても面白かったです。そして、どんな
事情があろうと、罪は罪として償わなければならないという教訓のようなもの
も含まれており珍しく後味がいい「償い」のお話でした。ありがとうございま
す。

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員E 16 16 16 17 17 82 銀河鉄道の夜をかすめるような、死んだ者しか乗っていないが罪と向き合う
旅。向き合い方は人それぞれ乗客の中にはこの列車に乗る意味さえ分からず苛
立つ者もいる。それでも、乗客は有り余る時間を持っているから目的地まで
ゆっくりと向き合うことが出来る、まるで修行のようだ。列車にはあのおっ
ちゃんも乗ったのだろうか、まだ乗っていたとしたら家主は当分会えないのだ
ろうなあと思うと、おかしくなる。私と出会ったときには、すでに亡くなって
いたのだろうと思うと、もう少し倅から見た家主への想いも知りたかった。倅
は会いたいと思っていなかったかもしれないから。

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員F 16 16 18 17 17 84 怖いというよりも不思議で、どこか懐かしいような、ノスタルジックさを感じ
させるお話でした。貧しさから盗みを働くようになった主人公。勿論、盗みは
いけない事だけれど、その行為の裏に、母親に饅頭を食べさせてやりたいとい
う優しさもあるのが切なく、情状酌量の思いを抱くのは間違っているだろうか
…。神社で会った男に唆されて一軒の裕福なお屋敷に盗みに入るようになった
主人公だが、そのお屋敷は盗みに誘った男の家だった、というのが意外でし
た。男は死んでいて、彼の遺品を主人公は盗んでいたという事になるんだろう
けれど、その男、梓の父親らしい人物もまた大きな罪を抱え、主人公と同じ列
車に乗り合わせていた、というのも意外。雪山を走る列車の絵の中に主人公が
入り込んでいるような世界観が新しさを感じました。素敵な作品だと思いま
す。

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員G 17 20 17 12 15 81 いやぁ…考えさせられました。怪談って本当に幅が広いんだなぁと改めて感じ
たし、怪談を通して人生観を感じられたお話しでした。そして切なくて辛く
て、泣けてくる所もあり、小説の様な感じもしました。怖さの点では低めを付
けたのですが、鋭さや新しさなどは高評価としました。本当、全体的に高得点
な怪談だと思います！積荷の当て字の意味も深いなぁと。本当に色々と考えさ
せられますね…

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員H 18 19 19 16 19 91 ラスト、思わず泣いてしまいました。あまりにも切ないお話で。心情、風景の
描写が巧みな作者さんですね。怖さ、古びた神社で軽い気持ちで盗みを働く所
から始まり、謎の男との出会い、「盗み」への罪悪感が無くなり次々と盗みを
働く主人公。事が露見した時に受けた罰が「母を毒殺」されるという悲劇。こ
の先どうなっていくの！？という緊張感と恐怖で、高評価にしました。鋭さ、
人間の綺麗事だけでは決して生きていけない、辛さ、貧しさ。それでも、悪事
を働けば結局己に返ってくる、容赦の無さ。過剰な演出は無いのに十二分に伝
わってきました。新しさ、舞台が只の列車ではなく「罪人に罰を受けさせるた
めの」列車であること、それも死んだ者の。主人公の夢も、生きていた時の追
憶である。斬新なストーリーですね。ユーモアさ、特に「男」のキャラクター
が不気味で、でも何故か優しくもあり、憎めないという味のある存在でした。
点数高めにしてます。欲を言えば、主人公と母親の楽しげなやりとりや、せめ
て友人の1人でもいて、といった要素も欲しかったかな。意外さ、ここもも
う、言う事無し！なんですが、所謂「幽霊」は出さず。冒頭の列車の旅から始
まり、過去の犯した罪の夢を見、そして目覚めて始めて自身が既に死んでいる
事、真に罪に向き合う事が無ければ列車からも降りる事は叶わない。全てが意
外過ぎて、、高評価つけました！

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員I 11 12 15 13 16 67 怖いというより素敵なお話でした。一生自分の犯した罪に気づかないことは死
して会いたい人に会えないという辛いことが待っているのか。。。生きていると
きに悪いことをしたと気づいたらそのたびに「ごめんなさい」が言える人生を
今からでも送らないといけないなと思わせられました。霊的な怖さはなかった
ですが、心理的に怖かったかな。

311 罪荷（つみに） きみちゃん 一般審査員J 15 13 12 12 12 64 非常にわかりにくいが後味の悪い話だった。
合計 144 154 156 144 156 754

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

303 一般審査員A 15 15 15 15 17 77 話の展開が面白い怪談。兄と浅野、それぞれの秘密については、結構意外だっ
たし、驚いた。逆に言えば、この怪談の見どころはそこぐらいしかなく、怖さ
もほとんどない。話の前提となる状況はとてもよかったから、語り方やストー
リー展開次第では、もっと怖い話になったと思う。上手くオチがついて、ス
トーリーとして綺麗にまとまりすぎているがために、幽霊という超重要な要素
が生かされず、怖さが死んでしまっているように感じた。人情噺として読む
と、もう少し評価できたと思う。繰り返すが、つまらないわけではない。た
だ、「怪談」として見ると、少し物足りなく感じた。

303 一般審査員B 10 8 10 8 11 47 いろんなことをからめすぎて、もはや怪談ではなくなってしまった感がありま
した。人間関係だけでごちゃごちゃさせすぎて幽霊の話どころじゃなくなって
怖くもなんともなく終わりました。

303 一般審査員C 18 20 18 12 19 87 タイトルからして、幽霊系の怖い話かと思いきやゴリゴリのヒトコワ系に中盤
から変わっていき、良い意味で裏切られました。ホラーテイストの昼ドラを読
んでいる気分でした。読んでいる途中で主人公は既に死んでいるのだろうと勝
手に予想して読んでいましたが、読み進めて行くうちに兄とマユミの関係や、
マユミに告発文を出したのは浅野だったこと等、予想を上回る展開が起こり、
物語に一気に引き込まれました。
予想外の展開と物語の最後ですべての点が繋がることから、意外さと鋭さに高
得点を付けさせて頂きました。

303 一般審査員D 12 11 11 13 15 62 世にも奇妙な物語に出てきそうな展開でした。「孤児院」という言葉が出てき
たところから察するに、相当昔の話なのだと思います。今になって話す気に
なった彼の気持ちの変化が描かれているともっと後味が悪く、気持ちが悪い話
になったのでは、と感じました。主に語っている「男」の名前は敢えて最後ま
で語られることはなく、他との異質さが不気味になっていたと思います。
「俺」が他人から見えなくなっているのであれば、兄は何故何事もないように
声をかけたのか、色々な要素を取り入れようとしすぎて何に重点を置きたかっ
たのかぼやけているように感じました。

303 一般審査員E 18 17 15 18 18 86 怖さよりもユーモアのある愚かな大人たちという感じの印象。登場人物が未熟
な行動で子どもを巻き添えにしてしまい、また浅野も新たに愚かな行動をとっ
てしまう。できればもう少し霊体たちの話を聞きたかった。浅野の婚約者も交
えてマユミと討論してほしいと欲が出てしまった。それにしても、なぜだか男
の兄がすごく得したように感じてしまうのは、私だけか。次から次へ面倒な人
物が勝手にいなくなるなんて、本当に偶然？そう考えると、別の何かが彼らを
動かしているのではないか？これはこれで怖い。本当に怖いのは、霊体たちで
はなく男の兄なのかもしれない。

303 一般審査員F 16 16 15 16 17 80 ストーリー展開、大変面白かったです。意外といえば、途中からこのお話の主
人公とされる男は、もしかして自身が死んでいて、逆に妻と娘は生きているん
じゃないか、と思いましたが、そうではなくて、男が仮死状態だった、という
事と、娘が兄との間に出来た子供だった、というのがいい意味で裏切られまし
た。浮気や不倫が原因で…というストーリー展開としてはよくある話なので、
正直新しさとしてはそれほど高い評価は付けられませんでしたが、個人的には
好きな部類のお話です。人間の醜さ、ドロドロした気持ちの裏側を感じさせる
お話でした。一点だけ、顔を離しの箇所が誤字になっているので投稿前に確認
を。

303 一般審査員G 16 18 18 10 18 80 怪談小説を読んでるかの様な、引き込まれる面白いお話しでした！怖さは余り
感じなかったのですが、内容の興味深さ、分かりやすさ、等から高評価を付け
させて頂きました！又オチの意外性！！！からその点も高評価です！！本当に
後半になるにつれて“え？そーゆー事だったの？”で。世にも奇妙な物語的な感
じが非常に面白かったです！でもお子さんや奥さんの気持ちを考えるととても
切なくて可哀想なのですが…。でも全体的に高評価なお話しだったと思いま
す。

303 一般審査員H 19 19 19 17 18 92 読み終わった瞬間、「ぎゃーっ！」と叫びました。いや、ホント激怖です。
きっちり怪談、なんですが、それ以上に人怖！厭怖！よく、これだけのストー
リー思いつきますね。。怖さ、ここは後半のそれまで終始笑顔だった穏やかさ
から一転、妻マユミの怒涛の反撃、明かされる真実、衝撃のラスト等、てんこ
盛りでしたよ。ええ。鋭さ、そもそも主人公が妻と子供の霊が視えるようにな
り、死の原因が自らの不貞にあったのでは無いかと悩み、徐々に苛まれてい
く。そして、因果応報とばかりに妻から衝撃の告白。良い意味で作者が徹底し
て冷淡に、情け容赦無く描いていると思いました。新しさ、主人公自体が死の
淵にあり霊体であった、という予想外の設定。驚きました！幽霊が幽霊を見て
驚き、戸惑い、疲弊していくとは。ユーモアさ、何と言うか、、「人の業という
ものは、とことんどうしようも無いものだな。」としみじみ感じたのと同時
に、何故か嫌悪感を抱かせない、文章力にあると思っています。マユミが実は
自らも主人公の兄と、、という件は、お前もかーい！っとツッコミたくなりま
したしね。起こったことは悲劇かも知れません。が、コントかよ！という部分
もあり、可笑しみを感じました。意外さ、これはもう。主人公、実は死にかけ
中でした、妻も不貞してました、子供あなたの子じゃありません告白で追い討
ち、ラストダメ出しで主人公の浮気相手が親友の婚約者でした。で、親友、婚
約者を今からコイツ殺します展開で締め。そりゃあ、高得点になりますよ。

303 一般審査員I 14 12 14 15 12 67 面白かったです。読みやすくてテンポも良くてよかったです。ただ不倫が原因
で奥さんが子供を道連れに。。。ってお話かと思ったら意外な展開でした。親友
の彼女と知らずに不倫っしてしまって友達はそれを知っていながら真相解明に
力を貸してくれ、成仏をするきっかけをくれたが、友達は殺人犯になってし
まって切なかったです。

303 一般審査員J 15 14 15 15 16 75 後味の悪い話でした。主人公の親友が、浮気相手の婚約者だったというのが非
常に悲しいと思いました。
心霊現象を見ることができることがない方が良いということは、こういう事が
あるのであれば、そのとおりであると思った。

合計 153 150 150 139 161 753
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員A 17 17 18 15 16 83 ミステリー・ホラー・ファンタジーの三要素がバランスよく詰まっている怪
談。様々な要素が組み合わせられているが故に、今までにない新しさを獲得し
ている。こちらまで頭がグラグラしてくるような構成の巧みさにも拍手を送り
たい。一方で、三要素のバランスがうまく取れすぎてしまっているが故に、ど
の要素も突出していない。ミステリーを中心に据えれば「意外さ」・ホラーを
中心に据えれば「怖さ」・ファンタジーを中心に据えれば「ユーモア」の点数が
上がったと思う。突出した要素が一つあると、他の要素もさらに伸びたのでは
ないかと考察しました。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員B 12 11 15 10 13 61 喫茶店の一室と病院の部屋だけの狭い範囲だけの描写なのに物語の内容はすご
く奥行きを感じさせる話でした。過去と現在、夢と現実をうまく絡み合わせ
て、主人公と読み手を混乱させる手法はすごく面白かったです。残念なのはラ
ストに向けて作品が尻つぼみになって行って、オチが弱くなってしまったこと
ですね。ラストを変えてしっかりと作ったら、ヒット作品になり得る話でし
た。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員C 13 12 17 12 16 70 マスターの夢を操る能力がスタンド使いっぽくて、面白かったです♪　「ばりば
り」や「猿夢」に雰囲気が似ている作品だと感じました。ただ、私には少し難
しい内容でした。笹山記者の「イヴの贈り物は受け取るな。この世界に飲み込
まれるな。」というセリフの意味がまだ咀嚼できていないですが、「マスター
は主人公をずっと知っていて、夢を操る能力を使って邪魔者を殺していた。笹
山記者もその被害者の1人、笹山記者は殺された後も夢の中で主人公が事件の
真相に気づかない様に守っていた」という感じで解釈しました（結局それも
夢？）。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員D 14 14 17 18 16 79 とても不思議なお話でした。タイムリープもの？と思わせて夢だったとは。
「今」はいつなのか、何が真実なのか考えながら読ませていただきました。こ
の展開は映像化してほしくなるくらい素敵で不気味。ただ、結婚するほど愛し
た大切な人だったはずなのにいつまでも「記者」と他人行儀な呼び方をしてい
るのに違和感を感じてしまい、二人の間にあるはずの絆が嘘っぽく見えてし
まったのが残念です。少し物悲しいいいお話でした。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員E 18 15 17 15 17 82 迷路に迷い込んだような感覚を味わえた。彼女にとって起きた出来事が大きす
ぎて前に進めないように感じて、マスターだけでなく登場人物すべてがうさん
くさく見えてくる。彼女以外はすべて存在しない者たちなのかもしれない。金
色の置時計を、出したりしまったりしながら自分の世界に閉じこもってる様子
が、解離性同一性障害のようでもあり不思議の国に迷い込んだアリスのようで
もある。このループを終わらせたい気持ちより本当は夢から覚めたくない、真
実を知りたくないという怖さがずっとあるようで真の出口が見えてこない。こ
の後、彼女はどの扉を明けるのか気になる作品でした。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員F 17 16 16 16 16 81 お話としては面白かったのですが、ちょっと場面転換が多く、解りにくさもあ
りました。夢を操作されるという性質上仕方ないのかもしれないですが、正直
な感想です。喫茶店のマスターは最初から怪しいと思ってはいましたが、やは
り彼が姿なき連続殺人犯でしたか。金色の置き時計が夢のトリガー？マスター
はアリサを自分のものにしたかったのでしょうか。何度も生まれ変わり、出会
いを繰り返すけれど、それでもずっと叶わなかった願いが夢を操る力でようや
く叶ったのでしょうか。文中で、郵便ポストには……ひっそりと薄暗いポスト
の中に、…と、ポストが繰り返しで書かれているので、最初のポストには、と
いう文はいらないと思います。それと、一番気になっている事をナギサに尋ね
た、という箇所は、ナギサって誰？ってなると思うのですが、マイに尋ねた、
という事で合っているでしょうか。そこが気になりました。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員G 16 17 17 10 18 78 映像化したら面白そうな怪談でした！私的には凄い話が入り組んでる印象でし
たけど、お話しの構成も上手いのでとても読み応えのある内容だと思いまし
た。恐ろしい怖さでは無いものの、不可思議な感じや後半畳み掛けられる様な
現象が、とても興味深く面白いなぁと思いました。又後半に掛けての意外性も
感じたので高評価を付けさせて頂きました。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員H 17 16 16 14 17 80 怪異譚ではありますが、一方でダークファンタジー系の要素も感じます。怖
さ、主人公の何故か「奥の部屋」でだけ見る不可解な夢、時の止まったままの
時計、笹山の行動の謎。話しが進むにつれ嫌な予感が増していく様子はとても
怖かったです。なので高評価としています。鋭さ、多少弱いですが、徐々に追
い詰められていくアリサ、事件を調べていく中で自分の身にも何かが迫ってい
ると感じる笹山、ラストのマスターの正体の不気味さの表現で、こちらの点数
となりました。もう一段階、冷酷な表現方法だとより良かったかもしれませ
ん。新しさ、当初アリサと笹山のやり取りは現実、「マリア」と呼ばれる夢は
異世界？、との行ったり来たりで最後に異世界に取り込まれる、のかな？と考
えていたので、、最初からアリサの「夢」の中での出来事で笹山は亡くなってい
た。しかも犯人は、、というあたり意外でした。下手すると夢オチって全部
ひっくり返す分、何だそれ！？感出て失敗するリスクありですが、上手くかわ
してますね。ユーモアさ、全体的にやや重い雰囲気から始まるのと、アリサの
見る悪夢等でユーモアさはそこまで無いかな、と感じました。ただ、マスター
の不気味さ、イカれ具合が、「何とち狂ってんだ？この人」と逆に笑えてくる
ので、人間の持つ狂気、凶暴さ、愚かさ、を描くユーモアはあると思います。
意外さ、重複しますがアリサと笹山、マスターのやり取りがそもそも夢の中の
話しだった点、ラストのアリサのベッドの足元に置かれたまさかの「置き時
計」。諦観した表情でそれを見つめる主人公、で終わる締め方。これは、、バッ
ドエンド、か。というわけで、高評価つけてます。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員I 10 10 10 10 10 50 ごめんなさい。好きな文章ではないようで話がはいってこずどうしようって感
じです。怖さは全くなかったです。彼はなぜマスターに殺されたんでしょう。
犯人を追っていてマスターって気づいたわけえもなさそで。。。

318 イヴの贈り物 吉田涼香 一般審査員J 18 15 15 14 15 77 推理小説であるような時系列が輻輳しているような話であった。夢と現実が非
常に曖昧な境であることを感じさせる怖い話であった。また主人公の人間関係
においても伏線が最後付近でしっかり回収されつつも、謎が残る話であったと
ころも良かった

合計 152 143 158 134 154 741

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

304 向かいの住人 かめ 一般審査員A 17 16 16 16 15 80 惜しい！　惜しいと思う。面白いし、怖い。けれど、自分の中で色々想像して
の「怖い」だったので、こちらまかせにするのではなく、もう少し語ってほし
かった。創作なのであればなおさらである。状況設定はとてもいいと思うし、
マジで怖かった。ただ、途中で実家が心配になる「焦燥感あふれるシーン」が
あまり生かされていないように感じた。これ以上詳細にどうすればよかったの
かを語ると、私が作った怪談になってしまうし、私の判断が絶対に正しいわけ
ではないので、ご自身で色々ともっと怖くする方法を考えてみてほしい。その
やり方次第では、「怖さ」については満点の怪談になっていたと思う。あと、
全然関係ないが、ストリートビューがいきなり出てきたところは面白かった。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員B 12 9 9 7 10 47 旦那さんが見ていたのは幻覚なのか幽霊なのかはわかりませんが見てはいけな
い者だったってことはわかりました。自死を選んでしまったのが生活やお金、
仕事に問題がないのなら日記に書いてあることが関係している可能性が高いの
ですが深入りはしない方がいいような気がしました。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員C 14 14 12 12 18 70 「後ろ向きの女性」の正体は一体なんだったのか気になります。女性が見てい
る方向に住んでいる人に不幸が降りかかっている様ですので、良い存在ではな
いのでしょうが…（地縛霊、死神とか？）。
「後ろ向きの女性」が起こしている実害が「火事」や「夜逃げ」だけなので、
人は殺さないものだろうと勝手に思い込んでたところに、結末での主人公の死
だったので、意外性がありました。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員D 13 14 15 16 15 73 自分の身近にある素材を取り込んで作品にまとめる、というのはシンプルな手
法ですが描写がリアルになってとても良いと思います。某ジャパニーズホラー
映画のように、過去の写真を見返したら謎の存在が映っているとうのはシンプ
ルですが気味が悪いです。どうしてこの方の前に現れたのか、そもそもそのツ
タの家に潜んでいるものだったのか、謎が多いもののとても興味深く面白い作
品でした。じんわりと不気味さを感じる内容だったため、怖さや鋭さなどはや
や低めの点数にさせていただきました。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員E 18 16 16 18 18 86 実家の向かいならこれまでに幾度となく見てきたであろうに、その一軒家を意
識してから始まる奇妙な現象。この日を境に引き付けられていく様が、読み進
めることに拍車をかけて面白かった。女性の姿の表現が私事ではあるが体験し
ていることと重なり個人的に独特の怖さを感じてしまった。家の形状が異なる
点からGoogleを利用したりあの家の前に女性がいるかもしれないという高揚感
からいなかったときに自らツッコミを入れたり、そんな場面は読み手もふっと
気の抜ける部分があって飽きさせない作りでした。誰かが亡くなり何かが発動
することで、この行動が始まりその行方がエッそんな展開なの？と驚きまし
た。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員F 15 15 16 14 16 76 このお話が基本的に創作で良かったです。もし実話だったらもっと怖く感じて
しまったと思います。精神的にじわじわくる怖さのお話ですね。最後の最後
で、このお話が手帳に書かれてあった手記で、お話の主は命を絶ってしまって
いた、というのが意外でした。具体的に何か身体に危害を加えられたり霊に襲
われたり取り憑かれたり、という描写があったりするような話ではないのです
が、ただ単に姿を見た、写真に写っていた、というものであっても、その存在
が何者かわからず、昔も今も変わらないというのは案外怖いものかもしれない
ですね。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員G 17 16 16 10 18 77 創作⁇との事でしたが、とても興味深い深く面白いお話しでした！何より内容
がゾクゾクとして、どんどん読み進めたくなる様な内容でし.た。“写真に写る
後ろ姿の女”と言うだけで気持ち悪く、怖いんですけど、後半に進むにつれて怪
異が増してきて一気に完読でした。そしてオチ！！その意外性！！！！まさか
奥様の語りだったとは…ビックリでした。しかも主人が自死されているという
不可解さ。なので意外性を高評価としました。本当に面白い怪談だったと思い
ます。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員H 19 18 17 15 18 87 不思議な物語ですね〜。向かいにある蔦だらけの家。後ろ姿の女。ゾクゾクし
ました。怖さ、主人公が実家で何気なく向かいの家を見た事から始まる怪異。
毎回そこに佇む、何故か常に「後ろ姿」の女。確かめたい衝動を抑えきれずに
向かいの家に行き、スマホで写真を取ってしまった主人公。そしてラスト。た
だただ怖かった！鋭さ、「後ろ姿」の女の正体を一切明かさず、こちらを振り
向いて云々と過剰な演出も無く、末の一文へと繋ぐ。また、途中で語り手が代
わり主人公は自死していた、という事実が読み手に突きつけられますが、容赦
無いですね。新しさ、怪異は確実に起こっているのに実態が一向に分からな
い、種明かしがされない。その上で、これだけ怖い。かなりの文章力無いと書
けませんね。。ユーモアさ、個人的には「後ろ姿」の女がどんな状況でも常に主
人公から同じ角度で、必ず後ろ姿で見えるという謎過ぎる存在である事、また
主人公が、、よしゃ良いのに正体を必死に探るというね。心の中で、「やめと
け！それ以上深入りしたら、ヤバいぞ！」と思ってたら案の定。人って好奇心
からくる誘惑に弱いですよね、ホント。意外さ、実家で母親に尋ねてみて、女
の正体がとうとう分かるかと思いきや、まさかの別人！え？じゃ誰？とお預け
くらった上での、肝心の主人公の死という展開。奥さんの独白の中の最後の一
文で、「えぇっ」となりましたとも。いや、気になる、結局何だったのー。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員I 14 12 12 11 13 62 えー旦那さんが病んでたの？創作？？だったとしてもなぜ旦那さんは亡くなっ
てしまったのか。。。もしかして旦那さんを連れて行ったから写真から消えたの
か？いろいろ想像してします。文章で読んだ後も楽しいです。

304 向かいの住人 かめ 一般審査員J 15 15 13 12 15 70 ずっと主人公は、男性だったと思っていたら、主人公は奥さんだったのかとい
うことと、主人公の旦那さんは、じしされてしまったのかというところが怖
かった。また結局、写真に写っていた女性なのか旦那さんにしか見えていな
かったのかという謎と実家の母は、大丈夫だったのかと気になる終わり方だっ
たのかというところも良かった

合計 154 145 142 131 156 728

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員A 16 17 17 18 16 84 面白い！　とにかく読み手をグイグイ引っ張っていく語りの魔力があり、一気
に読んでしまった。儀式のおどろおどろしさが臨場感ある語りによってよく伝
わってくるし、個人的にはこういった怪しいイニシエーションに関する怪談
は、好物の一つである。なんといっても物語としての魅力があるのだが、面白
すぎて怖さが減少した。もちろん、怪奇現象が子どもにも受け継がれているこ
とは「怖さ」につながるのだが、話が面白くて、恐怖を味わうというよりも、
謎の考察の方をしたくなってしまった。色々な想像が膨らむ。創作を加えて
もっと長くすれば、上出来な怪談・ホラー映画のシナリオにすらなると思っ
た。

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員B 12 10 8 8 8 46 話が無駄に長いです。不必要な部分を削ってもう少しコンパクトにした方がい
いと思います。いらない部分は多いのに肝心の知りたいことが書いてなかった
り、正直退屈な話でした。;

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員C 18 18 20 10 18 84 主人公が幼少期に体験した恐らく「成人儀」であろう儀式、理由は分からずじ
まいでしたがその異質な雰囲気は今まで読んで来た怪談・洒落怖の中でも群を
抜いていたと感じます。結局、あの「女の子」は何なのか？なぜ、その家系の
長子には「女の子」が付きまとうのか？謎が謎のまま終わることで、読み終
わった後も「成人儀」や「女の子」の正体がずっと気になり、モヤモヤします
（笑）
洒落怖でよくある「この部屋から出てはいけない」「話しかけてられても答え
てはいけない」系は、言いつけを守って無事に済むという話をよく読みます
が、この作品は言いつけを守らずに恐ろしい目にあってしまったパターンなの
で私にとっては新しいタイプの怪談でした。なので、新しさの得点を高く付け
させて頂きました。

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員D 13 11 12 14 13 63 この作品を書いているのが「物書き」という肩書という設定である以上、ノー
トを手渡されたところから始まり、ノートに書いてあるものを書き綴っただけ
で終わりというのはいかがなものでしょう。インタビューの文字起こしを書き
留めたような内容で、意味は分からない、正体も分からない、ただそのままを
書く、というのがリアリティがあるとか想像力に委ねるという範疇を超えて、
やや雑な印象を受けました。物書き、という設定であれば結びの言葉も欲し
かったです。

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員E 18 16 18 13 18 83 実話でも創作でも、一言で表すと気味が悪い。小さな子どもが母親とはいえ遺
体のそばに一晩一人で置き去りにされることが、子どもにとってこれほど怖い
ものがあるだろうか。これは家系のものなのか地域のものなのか、私も初めて
知る儀式の一連の流れに嫌悪感すら覚える。ただ、小さい子に火をつけること
など有無を言わさず無理難題を押し付けている様子からも、途中で子どもの夢
だったのかと思わせる内容でした。これが実話だとしたらわが子のために、こ
れまでの慣習を止められるか気になるとこです。でも、失敗したんですよね
「成人儀」は、母親に触れてしまって。

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員F 17 15 16 15 16 79 七つやそこらの年頃でこのような奇妙で訳のわからない体験をしたら相当怖い
だろうな、と思いました。それでも、ここまである意味冷静にどういう事態が
起こっていたのか、自分がどういう状況に置かれているのかを細かく記憶して
いるのは正直凄いな、と思います。妻の死をきっかけに思い出した記憶だとし
ても、自分自身がそんな体験をしたとしたら、きっとショックが大きすぎて、
起こった経緯や状況を覚えている自信はありません。『サン』というお守りが
出てくる事から沖縄とかユタが関係していたりするのかな、と思いましたが、
わからないですね。何とも奇妙な儀式だし現象です。最も怖いのは、この体験
談の主である男性の息子さんもまた同じ存在を感じていて、妻の死を介して息
子さんも再び同じ体験を伝承していくだろう事かもしれない。

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員G 16 15 16 10 16 73 怪異の現象が本当に不思議で、意味が分からない怖さがあり、又展開の読めな
い怖さも感じるお話しでした。訳の分からない部分が多いので色々と考えてみ
たりするのですが、確信的な所さ本当に分からず…でもこれはずっと続いてい
る事の様なので今もなおなのかなぁと思うと恐ろしいですよね。描写も凄く想
像できる感じに生々しい部分もあり、読んでいて引き込まれる感じも良かった
と思います。そしてやっぱり内容が謎過ぎて、皆さんの考察が聞きたい感じで
す！

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員H 16 16 17 18 18 85 何と言うか、「まんが日〇昔ば〇し」でやっていた、怖いパターンの話、のよ
うでした。掴みどころのないお話ですね。怖さ、主人公の男の子が1人で遺体
の側で寝ずの番させられる、このシチュエーションで既にフラグ立ってて、ド
キドキして怖かったです。そして、何が起きるんだろう？とビビリながら読み
進めると、、出た！謎の女の子！嗚呼どうか男の子が見つかりませんように、
と思いつつ。次はまさかのお母さん登場。ただ、彼を「女の子」から守ったの
か？ここも不明なま。いや、怖いて。鋭さ、幼くして母を無くした小さな男の
子に一人で「儀式」をさせる祖父と父。主人公の男の子の身に及ぶ怪異。おそ
らくは失敗したのであろう儀式。そしてラストの、我が子に女の子が見えてい
るという現実。容赦ないですね〜。新しさ、一見すると(たぶん田舎の)古い因
習、儀式の話。割とよくある話。なのかな？と思いながら読み進めましたが、
幼い子供が訳も分からず亡くなった母と一晩過ごす謎の儀式をやらされ、幽霊
でも妖怪でも無さそうな？不気味な女の子が現れ、結局ヒントになりそうなも
のは父親の残したノートだけ、という。予想外だらけの展開でした。ユーモア
さ、個人的にここは女の子のキャラがひたすら不気味なのに発する言葉は明る
く話す感じが面白かったのと、上半身が長〜く伸びて、という表現です(笑)気
色悪いのに可笑しい、その描写がバランス良くて違和感なく読めました。意外
さ、読了して感じたのは「死した母親」の方が女の子より遥かに恐ろしい存在
なのか？という点でした。我が子が危機にあう→死してなおそれを助けようと
する。という、あるあるな展開では全く無かったですね。バッドエンドなのか
なぁ。。でも、この意外性とても好きです。

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員I 12 11 11 12 11 57 一体なんの儀式でなにが起こってしまったのでしょう。女の子は誰だったので
しょう。お母さんのご遺体はちゃんとお部屋にいたのでしょうか。儀式は成功
したのでしょうか？主人公のお子さんが見えてる女の子は、儀式のときに現れ
た女の子なのでしょうか？なぞしかないです。

294 継がれたノート談話 猫科狸 一般審査員J 14 14 14 12 15 69 儀式の目的もよくわからないが、内容だけが薄気味悪いというものだったとこ
ろが怖かった。
ストーリーがもう少しわかりやすいと思いました。

合計 152 143 149 130 149 723

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員A 18 16 16 17 16 83 実話怪談のお手本のような構成に拍手！　「つーる、つーる、ママつる」とい
う言葉の響きがよく、その言葉が人に与えるトラウマもよく伝わってくる。個
人的には、娘の様子が心配で見に行くシーンが一番の恐怖ポイントだと感じ
た。様子が見えないという状況が、不安感と焦燥感を掻き立てる。とはいえ、
よくわからん呪文（？）を軸に語られる怪談は昔からたくさんあり、そのなか
でそこまでの奇想天外さを獲得しているかといえばそうでもない。娘と赤い傘
の女との関係性へのより深い考察（想像でいい）があれば、こちらまでトラウ
マになるほどの恐怖も生じたのではないか。ところで、娘は今、大丈夫なのだ
ろうか。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員B 12 10 8 10 8 48 小さい子供は大人が理解できない言葉を言うことはよくあります。言葉の響き
が面白いのか繰り返し言ったりするのは普通にあることですが首が長い女が出
てくるのは普通じゃないですね。安易につーるって言葉と首が長いで、首吊り
で亡くなった方の霊かなと思いましたが小さい子が意味のある言葉を言ってる
とも思えないのでまた違った発想がある方の意見を聞きたくなりました。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員C 16 12 12 14 18 72 次女（婦人の語る）が早口で「つーる、つーる、ママつーる」と言い出す辺り
の、鬼気迫る表現が怖くて良かったです。
お友達のママ全員の事をママと呼ぶ話からの、次女の呟く「つーる、つーる、
ママつる」の本当の意味が繋がる展開で一気に引き込まれました。
婦人を紹介した仕事仲間は、降水確率０％予報にも関わらず傘を持っていく様
に指示をしていることから、赤い傘の女を呼び出す条件を掴んでいてそれを主
人公を使って確認しているのかな？というのも見えてきて、そこも不気味で良
かったです。文章の最後で、仕事仲間が傘を持っていく様に支持を出した理由
などが明かされたら、分かりやすかったかなと思いました。個人的には赤い傘
の女を見たことによる実害があったりすると、より「怖さ」の項目で高得点を
付けられたかなと思いました。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員D 16 15 17 18 17 83 とても不思議で不気味な話でした。実体験に基づくというところもとても気に
なります。聞き取りをした文字起こしをそのまま読んでいるというのも内容を
理解させるというよりリアリティがあってとても良かったです。謎の存在の正
体は不明のまま、この親子がターゲットにされた理由も不明、と分からないこ
とだらけな上にこの存在が原因なのか母親の心が蝕まれているというのがとて
も悲しいです。子どもには影響が出ていないのかここからでは伺い知れません
が、何も影響が出ていないことを祈ります。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員E 17 15 15 15 18 80 「つーる、つーる、ママつる」聞こえてきたこの声は果たして本当に娘の声
だったのか。この女性にだけ聞こえ、そして見えていたのではないか。見るた
びに赤い傘の女性が大きく見えるのは、この女性の恐怖に比例しているのでは
と感じた。また違う角度から見ると、パニックを起こすことを想定していたこ
の仕事仲間の取った行動から別の光景が見えてきて、ヒト怖的な新たな怖さや
意外さを感じました。できれば、聞こえている声の意味とか赤い傘や雨、伸び
ている首のこと、そして現象に間隔が空いているので現在はどうなのか等、も
う少し触れてくれると余韻が残り鋭さや新しさに色を添えてくれたのではない
かなと思いました。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員F 16 15 17 16 15 79 最初のタイトルを見た時から頭の中で、ちゅーる、ちゅーる…と、例のペット
のおやつのCMソングが流れてきてしまいました。個人的な感想ですいませ
ん。お話に戻りますが、フリーのライターさんが40代のご婦人から取材で奇妙
な話を聞かされる、という形式で書かれていますが、確かに語り口調そのまま
で書かれているので臨場感はありますね。最初はその方の次女さんが2歳ぐら
いの頃、つーる、つーる、ママつる、と言い出して、それが窓の外を赤い傘を
差した人が通っていく度に言っていると発覚する。怖いというか、不気味です
ね。お母さんであるそのご婦人にしてみたら興奮してパニックになるくらい怖
かったのかもしれませんね。赤い傘を差した何者かは女でその首が長いからつ
る、ママはそれが女性だったから、なんだろうけど、不気味ですね。この話を
すると雨が降るのですかね？不思議怖いお話です。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員G 14 16 16 10 15 71 最後まで、不思議で意味の分からないお話しでした。「つーるつるままつ
る」って本当に何なんでしょう？雨と赤い傘が何かあるんでしょうけど…。そ
して何かに魅入られてしまったのは確かなのかなぁ？怖さというよりは、不可
思議な怪談と行った感じがしました。文章の構成も話し口調なのが、臨場感が
あって良いですよね！自分もそこで一緒に話しを聞いているかの様な感じにな
りました。が、しかしやっぱり謎な部分が大きいので他の方の考察がとても興
味深いです。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員H 18 17 18 15 17 85 いやぁ。シンプルに、「怖っ」と思いました。フリーライターが体験者に取材
する、定番ではありますが、最初に取材対象者の独白を持ってきてから主人公
目線に切り替り、再度「婦人」の語りに戻る。流れに不自然さが無くスムーズ
で、読み易かったですね。怖さについて。兎に角、幼子の口から繰り返し発っ
せられる「つーる、つーる、ママつる」、そしてその都度現れる赤い傘の女、
これらが何なのか一切明かされない所です。鋭さ。これも、長女、長男が次女
のこの謎の言葉に一切反応しない場面、その間もひたすら繰り返される次女の
言葉、赤い傘の女、それらの事象に徐々に徐々に追い詰められる母親。作者が
ある意味一歩引いて、ドライに俯瞰で見る感じで描写している印象でした。新
しさ、これも個人的には斬新な締め括り方だったので高評価としてます。どう
しても怪談って、そこに到る要因、原因、解決する、を入れちゃいたくなると
思うんですが、敢えて避けて後は読み手に任せる点が良いなと感じました。
ユーモアさ、これも先ず「つーる、つーる、ママつーる」というワードのイン
パクトです。それだけ聞くと、ん？どゆこと？となるし、なんだそれ！っと幼
子相手にツッコミ入れたくなりました(笑) あと、やたらデカイ赤い傘の女が
「八尺様」みたいで面白いです。意外さ。これは何と言っても、原因も、言葉
の意味も、女の正体も一切明かされない所です！気になる〜。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員I 12 11 12 11 11 57 つるつるままつーるとは結局なんだったのでしょう？赤い傘の女は顔とか見え
ないと言っていたのになぜ首が長いとわかったのでしょうか。そしてなぜ話す
たびにパニックが強くなっていくのか。。。謎がたくさんです。お子さんはその
後どうなったんでしょうか？そこもとても気になりました。

285 つーる、つーる、マ
マつる

のりすう 一般審査員J 12 15 13 12 12 64 よくわからない怖さがあった
お子さんが見ていたものは、何だったのかがよくわからないし、実害も特にな
かったことが良かった

合計 151 142 144 138 147 722

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

293 一般審査員A 16 15 14 15 14 74 詳細な描写と説明がよかった。ここまで丁寧に書いてくださったことに、敬意
を表したい。個人的には、なんとなく予想できた村松さんの最期よりも、あと
ちょっとで崖に落ちていたシーンが怖かった。丁寧な描写・説明はこの怪談の
ポイントの一つではあるが、それによって「謎」が無くなってしまっている側
面がある。どこまでを謎のままにしておくかの匙加減は、人によって違うと思
うし、難しいのだが、「謎」は「怖さ」につながる重要なファクターの一つで
ある以上、無視することはできない。あと、典型的な因果応報の話ということ
で、話の展開に新しさや意外さは特に見受けられなかった。

293 一般審査員B 10 9 10 12 10 51 貢ぎ物に人身御供という昔ながらの風習の話でありながらユーモアさも感じら
れました。想像を超える話が読みたいですね。

293 一般審査員C 14 13 12 14 15 68 主人公ケイタと村松の男二人旅の描写がとても丁寧で物語の世界に最初から入
り込むことができ、後半の穀雨湖でのテント泊～神社に招かれるまでの展開の
情景をイメージしやすく、より怖い怪談話になっていたと思います。
人身御供となった人の幽霊が神社の本殿まで二人を追いかけて来た辺りに洒落
怖っぽさを感じ、私の好みの展開でした。「神社」や「土地神」系が好きな怪
談好きには刺さる作品だと思います。

293 一般審査員D 17 16 17 18 17 85 とても深みがある話で、次に何が起こるか気になってどんどん読み進めてしま
いました。

293 一般審査員E 18 16 16 17 16 83 若者が夏の小旅行中に怪異を体験したという日本昔話のような安定の話。知ら
ずに禁則地を選んでしまったときには、もう呼ばれていたのかもしれないと思
う。釣り上げてしまったニゴイと白っぽい着物を着た女性は、彼らの命を取ろ
うとしていることには間違いないが別の目的で現れているような気もした。体
験者の彼が最後まで村松に同行していたらどう変化があったのだろう。村松は
ニゴイと入れ替わって穀雨湖で次の身代わり(贄)を泳ぎながら待ち続ける。そ
して、人身御供は人知れず続いていく。そんなイメージが浮かぶ余韻のある怖
さが感じられました。

293 一般審査員F 16 14 14 16 15 75 ある意味、王道とも言うべきか、神主さんや謎の女性が登場してくる辺りは面
白く読ませていただきました。知らなかったとはいえ、釣りが禁止されている
湖で釣りをしてしまったのはマズかったですね。そして、最もマズかったのは
釣れたニゴイからルアーが外れなかったからと、口を切ってしまったのは明ら
かにフラグが立った瞬間でしたね。謎の女性は湖の主のニゴイだったのかもし
れませんね。語り手の〝俺〟は運が良かったですね。神主さんにお祓いをして
もらって翌日には東京に帰って正解でしたね。もしも、その後も村松と一緒に
旅を続けていたら、結果、村松と同じ運命を辿っていたかもしれませんね。文
中で気になったのが、神主さんがふもとの村まで車で打ち合わせに…のところ
は、前に打ち合わせという言葉が使われていて二重になるので、車で行ってい
た…というように省略した方がいいのでは、と思いました。

293 一般審査員G 18 15 15 10 15 73 普通の怪談ではなく、民話的などこか物語り的な感じもする面白く興味深いお
話しだったと思います。結果的に亡くなった方は最初からそこに呼ばれていた
んじゃないか⁈と思ってしまいました。　　本題に行くまでの描写が細かく、
どの辺から怪異になっていくのかなぁと思いながら読んでいたのですが、この
情景描写が話しの想像を色々と膨らませてくれており、話しの核に近づくまで
長いなぁと思う所もあったんですけど、結果良かったのかなぁとも感じまし
た。

293 一般審査員H 12 13 14 13 17 69 なかなか評価が難しい作品でした。怪談要素よりも土着信仰、風土記のような
風情かと。怖さ、山奥の湖で釣りをやろうとする辺りで嫌な予感しか、、から
のニゴイの口を切り裂くのも、あーやっちゃったなこりゃ感もあり、徐々に不
吉な事が起こっていくので怖さはある程度担保されているのですが、もう少し
説明描写少なめにして怪異の部分を書くことに特化した方がよかったのでは？
と思います。鋭さ、あまり感じませんでした。穀雨の話や2人の言動など、状況
説明的な印象です。淡々と話は進むけど、鋭さはあまり。新しさ、うーん。主
人公が見る悪夢が神様の祟り？だとして、、謎の女は結局なんだったのか。最終
的に村松が怪死する結末。意地張って着いて行った主人公で無く、結局友人が
祟り(？)に合うまでの展開は新しさもあるんですが、起こる怪異の描写にもっ
と文字数割いても良かった気がします。ユーモアさ、弱いと思います。最初呑
気に構えてた2人が痛い目みる場面、宮司さんにこっぴどく怒られる場面など
は、笑っちゃうんですが。謎の女をもっと不気味に妖しく描いてみて、キャラ
強めにしてみては？意外さ、ここはやはり結末に友人の怪死を持ってきた所で
す。湖でニゴイの口を切り裂くという行為で、酷い目に合いそうな、、と思った
ら、何故か主人公が悪夢を見る展開だったので。おや？と思えば今度は謎の女
に崖に誘われすんでのところで助かり。だったので、あ、結局殺されちゃった
のね。。。という流れでの高得点となりました。

293 一般審査員I 12 11 11 11 11 56 楽しいツーリングだったはずなのにまさかの結果に。。。友達は北に向わなかっ
たのかな。なぜ湖で死体になっていたのか。。。人身御供に狙われたのは友達だ
けのように思えたのですが、そうではなく友達は感じやすかっただけなのか。
宮司さんのお祓いをもってもだめだったとは。。。いや、大雨。。。友達が人身御
供になったってこと？？

293 一般審査員J 15 14 15 12 15 71 禁じられた場所での禁じられた行為をすることに対する因果応報について、と
てもわかり易い話だったと思う。
また、主人公の友人は戻ろうとする時点ですでにナニカに魅入られていたのか
と思い、非常に怖いと思った。

合計 148 136 138 138 145 705
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